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表紙　ななつ星を日田駅で出迎え
　10月15日、博多駅を出発したＪＲクルーズトレイン
「ななつ星 in 九州」がＪＲ日田駅に到着し、日田市観光
協会、旅館組合の皆さんや大勢の見物客が出迎えました。
　訪れた人は乗客に旗を振るなど約20分間の日田の
滞在をもてなしました。
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目指せ！５日間で 万人！１００
小学・中学・高校生あいさつ運動
　市内の小学校、中学校、高校、特別支援学校の児童・生徒
の合計８,３６８人で「あいさつ運動」を行います。
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心
を
通
わ
す
最
初
の
言
葉

　

挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第

一
歩
。
初
め
て
会
う
人
と
も
互
い
に
心

を
通
わ
す
こ
と
が
で
き
る
言
葉
で
す
。

　

思
い
や
り
や
心
が
伝
わ
る
挨
拶
は
、

掛
け
る
人
も
掛
け
ら
れ
た
人
も
優
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

日
田
市
民
の
守
る
べ
き
指
標
と
し
て

昭
和
45
年
に
制
定
し
た
「
日
田
市
民
憲
章
」

の
中
に
「
お
互
い
に
信
じ
あ
い
、
あ
た

た
か
い
心
で
人
に
接
し
よ
う
」
と
い
う

一
文
が
あ
り
ま
す
。
挨
拶
は
人
と
人
と

を
温
か
い
気
持
ち
に
し
、
信
じ
合
う
心

を
育
み
、
そ
れ
は
、
家
族
や
地
域
内
の

信
頼
関
係
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
豪
雨
を
経
験
し
、
家
族

や
地
域
の
き
ず
な
を
改
め
て
感
じ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
交
わ
し
て
い
る
挨
拶

の
中
に
は
、
体
調
を
気
遣
う
気
持
ち
や

仲
良
く
な
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
こ

も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
顔
や
声
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
安
心
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
声
を
掛
け

合
え
る
関
係
は
大
き
な
き
ず
な
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
挨
拶
で
顔
見
知
り
が
増
え
る

こ
と
で
、
不
審
者
が
近
付
き
に
く
く
、

空
き
巣
の
予
防
や
登
下
校
中
の
子
供
た

ち
を
守
る
安
全
な
地
域
が
生
ま
れ
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
が

　
　
　
　
ま
ち
を
温
か
く
す
る

　

毎
年
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る

観
光
の
ま
ち
・
日
田
市
。
も
う
一
度
訪

れ
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
は
、
住
ん
で
い

る
私
た
ち
自
身
が
誇
れ
る
ま
ち
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
訪
れ
る

人
へ
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
に
つ
な

が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

行
う
少
し
の
行
動
が
、
挨
拶
の
習
慣
を

生
み
出
し
、
ま
ち
の
元
気
を
育
て
ま
す
。

　

心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
が
行
き
交
う
ま

ち
に
は
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

毎
日
の
生
活
に
少
し
だ
け
意
識
し
て
挨

拶
を
投
げ
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■とき　
　11月11日㈪～15日㈮
■ところ
　市内の小学校、中学校、高校、
　特別支援学校

小学・中学・高校生あいさつ運動

皆さんの
ご協力を

お願いします！

東部中学校
生徒会生活部長
平川遊大さん

　市内の小学校、中学校、高校、特別支
援学校の児童・生徒で「あいさつ運動」
を行います。実施期間中は、児童・生徒
一人ひとりが登校時間中に挨拶を交わし
た人数を毎日集計します。
　一日の合計を20万人、５日間で１０
０万人を目指します。
　通勤時にすれ違ったときや登下校中に
見掛けたときなど、私たちのあいさつ運
動への協力をお願いします。
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【問合せ】日田市献血推進協議会事務局
　　　　　　　　　 （ウェルピア内）☎㉔３０００

お知ら
せ

献血にご協力ください

▶とき
　11月９日㈯　
　午前10時～正午、
午後１時～４時

▶ところ　総合庁舎
（ＪＡＪＡフェスタ
農業祭会場）

※３日以内に薬（漢方
薬、健胃薬を除く）
を服用した人、70歳以上の人は献血できません。

※献血カードを持参してください。カードを持っていな
い人は、受付時に本人確認を行いますので、免許証、
保険証などを持参してください。

※一般献血（４００ml）のみ。

【問合せ】地域振興課コミュニティ交通係☎㉒８３５６

お知ら
せ
公共交通に関するアンケート調査

　市では、地域公共交通総合連携計画の見直しの
基礎資料にするため、20歳以上の市民（抽出世
帯）を対象にアンケート調査を実施します。
　11月15日から29日までに調査票を郵送します
ので、回答の上、12月２日までに同封の返信用封
筒で返信してください。
　皆さんのご協力をお願いします。

▶調査内容　交通手段の
利用内容、交通の利便
性、バスの利用、交通
への満足度など

【問合せ】企画課開発係☎㉒８２２３

お知ら
せ

市有不動産を公売

▶入札参加資格
三隈橋用地
・個人及び法人で、市税等を完納している人
・成年被後見人、被保佐人、被補助人以外の人等
ふるや台分譲地
・個人で市税等を完納している人
　（法人は参加できません）
・成年被後見人、被保佐人、被補助人以外の人等
▶特約条項
ふるや台分譲地
・２年以内に住宅建築完了
・５年間の転売禁止

▶入札方法　一般競争入札
▶入札参加受付期間・会場
　11月11日㈪～15日㈮
　市役所６階企画課開発係
▶現地説明会　11月12日㈫
　　　　　　　市役所６階６０２会議室
　三隈橋用地　　　午前10時～　
　ふるや台分譲地　午後３時～
▶入札会場　市役所６階６０２会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の１００分の５以上）が
必要です。

※詳細は、市ホームページをご覧ください。

▶公売物件・所在地等

 物件番号18 石井字船渡631番7 宅地 489.07ｍ2 1,628万6千円 11月21日㈭午前11時～

 区画Ａ（物件番号22Ａ）大山町東大山字穴ノ元1638番9外1筆 宅地 318.06ｍ2 275万1千円 11月22日㈮午前10時～
 区画Ｉ（物件番号22Ｉ）大山町東大山字東小畑ケ1597番8 宅地 286.84ｍ2 226万7千円 11月22日㈮午前11時～
 区画Ｊ（物件番号22Ｊ）大山町東大山字東小畑ケ1597番9 宅地 322.98ｍ2 234万9千円 11月22日㈮午後２時～
 区画Ｌ（物件番号22Ｌ）大山町東大山字東小畑ケ1597番12外1筆 宅地 343.75ｍ2 259万8千円 11月22日㈮午後３時～
 区画Ｍ（物件番号22Ｍ）大山町東大山字穴ノ元1638番17 宅地 355.04ｍ2 298万2千円 11月22日㈮午後４時～

ふるや台分譲地（土地）

三隈橋用地（土地）
区画（物件番号） 所在地（地番） 地目 地積※ 最低制限価格 入札日

※地積は登記面積です。
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

募　集 国際交流推進員スヨンによる
韓国料理教室

　国際交流推進員と楽しく「本場のキムチ＆スユッ
（ゆで豚）」を学んで作りましょう。

▶とき　11月13日㈬
　　　　①午後１時30分～４時
　　　　②午後６時30分～９時
▶ところ　中央公民館２階料理教室
▶参加料　１回５００円
▶募集数　各16人（応募多数の場合は抽選）
※エプロン、ゴム手袋（腕まである方が汚れなくてよい）
を持参してください。

※企画課に電話でお申し込みください。
※電子申請有り。
▶申込期限　11月８日㈮

　千年あかりの幻想的な情景を楽しむウォーキン
グです。お気軽にご参加ください。

【問合せ】ＪＲ日田駅　　　　  ☎㉓２５２８
　地域振興課コミュニティ交通係☎㉒８３５６

イベン
ト

ひたひこウォーキング
千年あかりを訪ねて

▶とき　11月９日㈯
　スタート受付（午後３時～６時）ＪＲ日田駅
　ゴール受付（午後８時まで）　　ＪＲ日田駅
▶コース　ＪＲ日田駅→咸宜園→豆田町→花月川
→日田神社→ＪＲ日田駅

※所要時間は２時間半程度です。
※周辺には駐車場がないため、公共交通機関等を利用し
てください。

※このウォーキングはＪＲウォーキング、ひたひこウォ
ーキングのスタンプラリー対象です。

【問合せ】総務課広報係☎㉒８６２７

募　集 広報ひた１月１日号に掲載する
笑顔の写真を募集します

　広報ひたでは、平成26年１月１日号の表紙で皆
さんの笑顔の写真を掲載する予定です。携帯電話
のカメラ機能を使って撮った写真をお送りくださ
い。年齢制限はありません。皆さんのすてきな笑
顔の写真をお待ちしています。

▶対象　　　市内に在住の人
▶掲載枚数　50人程度（抽選）
▶申込方法　撮影した携帯電話の写真をメールに
　添付し、申込者の氏名・連絡先をメッセージに
記入の上、送信

※必ず被写体の人の了承を得た上で、お申し込みください。
１枚につき被写体は一人です。送付枚数に限りはあり
ませんが、掲載は一人１枚とします。画像加工（文字
の挿入など）をした写真は掲載できません。その他詳
細は、お問い合わせください。

▶申込期限　12月１日㈰
▶申込先

 koho@city.hita.oita.jp
※下記の２次元コードからも送付できます。

※
画
像
は
平
成
25
年
版
で
す
。
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お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
廃
車
や
名
義
変
更

　
　
　
手
続
は
お
済
み
で
す
か

　
軽
自
動
車
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
バ
イ
ク
や
軽

自
動
車
等
が
譲
渡
、
廃
棄
、
盗
難
、
紛
失

な
ど
に
よ
り
現
在
手
元
に
な
く
、
ま
だ
廃

車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
を
し
て
い
な
い

人
は
、
早
め
に
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど
の
手
続
を
し
て

も
、
そ
の
年
度
分
の
税
金
は
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
月
割
還
付
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
口
座
引
き
落
と
し
を
し
て
い
る
人
の

う
ち
、
新
た
に
軽
自
動
車
を
購
入
し
た
場
合

は
、
来
年
５
月
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

振
興
局
納
税
相
談
会

　
各
振
興
局
で
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
11
月
６
日
㈬　
大
山
振
興
局

・
11
月
７
日
㈭　
中
津
江
振
興
局

・
11
月
８
日
㈮　
上
津
江
振
興
局

・
11
月
11
日
㈪　
前
津
江
振
興
局

・
11
月
12
日
㈫　
天
瀬
振
興
局

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

 

公
売
物
件
下
見
会

■
と
き　
11
月
15
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
公
売
予
定
物
件　
つ
ぼ
な
ど

※
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp

※
公
売
す
る
物
件
（
動
産
）
を
直
接
確
認
で
き

る
の
は
、
下
見
会
の
み
で
す
。
ま
た
、
公
売

物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

本
人
通
知
制
度
の
登
録
を

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
身
元
調
査
を
目

的
と
し
た
不
正
請
求
や
不
正
取
得
を
防

止
・
抑
止
す
る
た
め
、
事
前
に
登
録
し
た

人
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し
た
こ

と
を
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。
通
知

を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
印
鑑
を
持
参
し
、

市
民
課
の
窓
口
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
市
民
課
戸
籍
係

　
☎
㉒
８
２
５
２
（
市
役
所
１
階
）

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
日
田
市
に
お
け
る
今
年
１
月
か
ら
９
月

末
日
ま
で
の
火
災
発
生
件
数
は
28
件
で
、

日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
管
内
で
は
45
件

と
な
り
、
既
に
昨
年
１
年
間
の
火
災
件
数

と
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
45
件

の
火
災
に
よ
り
現
在
判
明
し
て
い
る
損
害

額
は
、
昨
年
１
年
間
の
2.5
倍
の
約
２
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の

起
こ
り
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
の
で
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
火
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す

■
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
時
の
初
期
消
火
の
た
め
、
住
宅
用

消
火
器
具
を
設
置
す
る

・
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
を
守
る
た

め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る

　
日
田
消
防
署
☎
㉔
２
２
０
４

大
分
県
の
最
低
賃
金

　
10
月
20
日
か
ら
大
分
県
の
最
低
賃
金
が
、

１
時
間
653
円
か
ら
664
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
事
業
所
で
働
く
人
（
嘱
託
・
臨
時
・
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

に
支
払
う
賃
金
は
、
最
低
賃
金
額
を
下
回

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
産
業
に
は
、
特
定
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
分
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉒
６
１
９
１

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を

　
　
　
　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
は
、
県
と
市
が
設
置
・
運
営
し
て
い

る
公
的
な
就
職
支
援
機
関
で
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
就
職
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、
企
業
見
学
会
の
実
施
、
応
募

書
類
・
面
接
試
験
の
サ
ポ
ー
ト
、
就
職
後

の
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
時
間　
月
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
日
曜
、
祝

日
、
お
盆
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

　

sorin-oita.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区　分 手続場所(問合せ) 備　考

税務課税制窓口係
☎㉒８３９７
(市役所１階)

日田地区自家用
自動車協会
(田島２丁目)
☎㉔５１５６

原動機付自転車
(125cc以下)

二輪の軽自動車
(126～250cc)
小型二輪
(250cc超)

廃車の場合は所有者及び届出者の
印鑑・ナンバープレート、名義変
更の場合は新旧所有者及び届出者
の印鑑を持参してください。
※車名、車体番号等を確認します。

※詳細は、お問い合わせくだ
　さい。

小型特殊自動車(ト
ラクター、フォー
クリフト等)

軽自動車
(軽四輪乗用・
貨物、軽三輪)
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Information 11.１ 次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈮に発送します。

保
健
・
福
祉

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
大
分
県
雇
用
・
人
材
育
成
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
４
３

11
月
は
福
祉
手
当
の
支
給
月

　　
福
祉
手
当
と
は
、
精
神
又
は
身
体
に
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活

で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
に
手

当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
振
込
日　
11
月
11
日
㈪

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

　　
生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
ま
で
の
乳
児

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

■
と
き　
12
月
３
日
㈫　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
料
理
教
室

■
募
集
数　
15
組
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限　
11
月
25
日
㈪

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

障
害
者
控
除
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

税
の
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
長
寿
福
祉

課
、
各
振
興
局
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
備

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
、
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
ず
、
半
年

以
上
寝
た
き
り
で
食
事
・
排
泄
等
の
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る
状
態
で
、
医
師

か
ら
の
証
明
が
あ
る
人

※
障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、後
日
、

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
は
、
死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受
け
取

り
過
ぎ
て
、
後
で
返
還
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
亡
く
な
っ
た
人
が
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
死
亡

当
時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
か

ら
の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
・

順
位
は
、
年
金
を
受
け
て
い
た
人
の
死
亡

当
時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

ア
ル
コ
ー
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

自
助
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

　
お
酒
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
問
題
を
よ
く
理
解
し
、
断
酒
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
人
で
断
酒
す
る
こ
と
は
困

難
な
の
で
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
支
え

合
っ
て
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
族
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、ま

ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
田
断
酒
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
毎
週
火
曜
日　

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
大
分
友
愛
病
院

■
問
合
せ
先　
☎
㉔
５
４
０
２

Ａ
Ａ
ひ
た
グ
ル
ー
プ

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
毎
週
木
曜
日　

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
中
央
公
民
館

■
問
合
せ
先

　
☎
０
９
９
‐
２
４
８
‐
０
０
５
７

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

　
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

ひ
き
こ
も
り
相
談
専
用
電
話

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
か
ら
社
会

的
自
立
へ
向
け
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
家
族
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
専

門
機
関
を
利
用
し
、
適
切
な
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
対
応
時
間

 

月
〜
金
曜
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

■
ひ
き
こ
も
り
相
談
専
用
電
話

　
☎
㉓
３
１
４
０
（
西
部
保
健
所
）

※
来
所
相
談
の
場
合
は
、
左
記
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き

　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
８
時
出
発　
正
午
帰
着

　
７
時
50
分
ま
で
に
市
役
所
北
側
駐
車
場

に
集
合

■
と
こ
ろ　
千
倉
ダ
ム
（
大
字
三
和
）

■
募
集
数　
40
人
（
先
着
順
）

※
11
月
５
日
か
ら
左
記
で
電
話
で
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
水
筒
を
持
参
の
上
、
防
寒
着
を
着
用
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

イ
ベ
ン
ト
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くらしの情報

タ
ウ
ン
情
報

募
集

第
38
回
消
費
生
活
展

　
「
限
り
あ
る
資
源
、
捨
て
る
の
や
め
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
メ
イ
ク
品
・
パ

ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
食
の
消
費
者
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
18
日
㈪
〜
20
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
会
場
で
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

回
答
い
た
だ
い
た
人
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
生
ま
れ
て

　
　
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

　
歌
手
の
ｍ
ｏ
ｎ
さ
ん
の
歌
と
語
り
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き

　
11
月
24
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
前
津
江
小
学
校
体
育
館

※
当
日
、
前
津
江
小
学
校
は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
人
権
・
同
和
教
育
室
指
導
調
査
係

　
☎
㉒
８
２
３
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

国
民
の
つ
ど
い
大
分
大
会

　
犯
罪
被
害
者
等
に
対
し
て
適
切
な
配
慮

や
支
援
が
な
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
等
の
尊

厳
が
守
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

大
会
で
す
。
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
29
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
（
大
分
市
）

■
定
員　
３
０
０
人

※
大
分
県
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
に
電

話
又
は
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課

　
〒
８
７
０
‐
０
０
３
７

　
大
分
市
東
春
日
町
１
‐
１

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
０
６
２

　

０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
０
５
７

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

う
ち
エ
コ
診
断

　
う
ち
エ
コ
診
断
員
が
、
家
庭
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
無
料
で
診
断
し
、
省
エ
ネ
・

光
熱
費
対
策
等
を
提
案
し
ま
す
。

■
対
象　
県
内
在
住
の
人

■
募
集
数　
20
人
程
度

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www7b.biglobe.ne.jp/

　

oitaondanka/index.htm
l

）又
は
下
記
に

備
付
け
の
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
12
月
10
日
㈫

　
大
分
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
６
１
３
９

　
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

法
務
局
講
座

■
内
容
・
と
き　

①
身
近
な
登
記
手
続
（
総
論
）

　
11
月
20
日
㈬

②
身
近
な
登
記
手
続
（
相
続
登
記
ほ
か
）

11
月
28
日
㈭　

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

■
募
集
数　
各
20
人
程
度
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
開
催
日
の
前
日

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

　
☎
㉒
２
７
１
９

環
境
研
修
視
察
開
催

　
市
内
在
住
で
環
境
に
興
味
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
北
九
州
市
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
を
視
察
す
る
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　
11
月
22
日
㈮

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
代
は
各
自
負
担
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　
11
月
５
日
㈫
〜
11
月
12
日
㈫

　
ひ
た
市
民
環
境
会
議
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
・
景
観
部
会
事
務
局
（
環
境
課
生
活

環
境
係
内
）
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所

２
階
）

子
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
７
日
㈭　
午
後
７
時
〜
８
時

　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

□
演
題
・
講
師

　
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
住
み

た
く
な
る
日
田
、
食
べ
た
く
な
る
給
食

と
な
る
た
め
に
」

　
大
分
大
学
地
域
医
療
・
小
児
科
分
野
教
授

是
松
聖
悟
氏

※
子
供
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

　
☎
㉔
１
１
０
０

第
40
回
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10　
ひ
た

　
10
㎞
歩
行
で
き
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
（
車
椅
子
の
人
も
歓
迎
）

□
と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
（
午
前
９
時
か

ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅

□
参
加
費　
大
人
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
・
運
営
費
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
地
区
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
実

行
委
員
会
（
昭
和
学
園
高
校
内
）

　
☎
㉓
８
７
３
７
（
五
島
・
坂
本
）

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
中
止
）　

　
11
月
10
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

□
ブ
ー
ス
出
店
費

　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）
、
飲
食
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
日
田
プ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

講
座
・
試
験

in
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Information 11.１

　
ジ
（http://w

w
w
.hita-place.com

/

）

又
は
市
民
活
動
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限　
11
月
６
日
㈬

　
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ひ
び
け
歌
声
〜

　
参
加
者
と
秋
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

　
11
月
11
日
㈪　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ね
む
の
会
☎
㉓
４
６
６
６
（
梅
山
）

第
32
回
東
有
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
17
日
㈰　
午
前
９
時
〜

　
東
有
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
㉔
８
１
４
１
（
東
有
田
公
民
館
内
）

第
35
回
小
野
ふ
る
里
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
芸
能
発
表
、
作
品
展
、
の
み
の
市
、
バ

ザ
ー
、
抽
選
会
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
吉
四

六
劇
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
小
野
小
学
校
体
育
館

　
小
野
公
民
館
☎
㉙
２
４
１
２

　
小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
㉙
２
２
０
１

第
29
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

　
九
州
で
最
も
大
き
な
「
さ
せ
ぼ
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
」
が
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜

　
旧
大
明
小
学
校

　
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

　
☎
㉗
２
１
２
１（
夜
明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

第
16
回
日
田
往
還
石
坂
石
畳
道

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
17
日
㈰
（
少
雨
決
行
）　

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時
〜　

　
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

※
ゴ
ー
ル
の
伏
木
公
園
で
、
お
に
ぎ
り
等
の
販

売
や
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
昨
年
ま
で
参
加
し
た
人
は
、
参
加
ス
タ
ン
プ

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

紅
葉
祭

　
蔵
人
が
案
内
す
る
蔵
ツ
ア
ー
（
当
日
要

予
約
）
や
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
17
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

　
三
和
酒
類
㈱
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

米
粉
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　
大
分
県
産
の
米
粉
を
使
用
し
た
料
理
の

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
プ
ロ

部
門
と
一
般
部
門
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
11.ocn.

ne.jp/~
apo2002/

）
を
ご
覧
に
な
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
応
募
締
切　
11
月
30
日
㈯
必
着

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
シ
ス
ト
・
パ
ル
・
オ
オ

イ
タ
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
０
３
３

平
成
26
年
度
日
田
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

□
試
験
日
・
会
場

　
12
月
８
日
㈰

　
日
田
市
医
師
会
講
堂

□
受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の
人

□
募
集
数　
30
人

□
願
書
受
付
期
限　
11
月
30
日
㈯
必
着

※
願
書
（
５
０
０
円
）
は
窓
口
又
は
郵
送
で
購

入
で
き
ま
す
。

　
日
田
准
看
護
学
院
☎
㉓
８
８
３
６

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

悲劇をなくす制度の活用を

　インターネットなどの普及により、
結婚願望を抱く男女の知り合う機会は
急激に増え多様化していますが、多様
化は「相手をよく知る」ことが希薄と
なる性格を持ち合わせています。
　このため、相手の過去を調べる「身
元調査」の利用に関して多くの情報が
流されています。結婚という人生の節
目に「幸せ」を望むあまり、不安を取
り除く手段として、身元調査を依頼す
る心情の全てを否定することはできま
せん。
　しかし、身元調査の中には「差別」
につながるものがあることを決して忘
れてはなりません。調査遂行のため、
過去に住民票などの不正取得が繰り返
された事件が発生しています。住民票
を不正取得するような調査の目的の大
半は、「出自」に係るものであり、特
に同和地区の出身・居住について調べ、
誤った認識の結果、結婚・就職差別の
悲劇が生じたこともあります。
　このような不正取得や差別につなが
る身元調査の根絶を目指すため、日田
市は４月１日から「本人通知制度」を
導入しました。この制度は、住民票な
どが本人以外の第三者によって取得さ
れた場合、事前登録者に後日、その事
実の通知が行われるものです。
　登録者が増えることは、不正取得に
対する抑止効果だけでなく、「同和問
題に対する正しい認識と差別を許さな
い風土」の形成をもたらします。
　「自分や家族が調査されることはない」
という理由で登録を見合わせるのでは
なく、すべての人の人権を守るための
積極的な行動が求められています。そ
して、その行動は幸せや自由を奪う差
別を食い止める大きな力となるでしょう。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

しゅつじ
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【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

限度額を超えた
分が高額療養費

として
支給されます

高額療養費の申請方法
・申請場所　健康保険課、各振興局又は振興センター
・申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑（認印）、医療機関の領収書、世帯主名義の金融機関の通帳

限度額適用認定証
　「限度額適用認定証」を医療機関で提示することで、自己負担限度額を超える支払をする必要がなくなり
ます。（70歳以上の人は市県民税非課税世帯のみ）
　事後に高額療養費の申請をする手間が省けるので、入院をするときや外来の医療費が高額になるときは、
事前に「限度額適用認定証」の交付申請を行うことをお勧めします。
・申請場所　健康保険課、各振興局又は振興センター
・申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑（認印）

医療費の自己負担額が高額になった人
　国民健康保険（以下「国保」）に加入している人の医療費負担（月額）が
自己負担限度額を超えたときは、申請によりその超えた金額の払戻し（高額
療養費）を受けることができます。

国民健康保険のお知らせ

所得区分

上位所得者※2

一般世帯

３回目まで ４回目以降※1

83,400円

44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

[70歳未満の自己負担限度額　（月額）]

※1過去12か月間に、既に３回以上高額療養費の支給があった場合は、その月に負担
する上限額が引き下がります。

※2国保加入世帯の基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の人。
※3同じ医療機関でも歯科は別計算です。入院時の食事代や差額ベッド代などは対象外
です。

15万円
総医療費（※3）が50万円を超えたときは、
（総医療費－50万円）×0.01を15万円に加算

80,100円
総医療費（※3）が26万7,000円を超えたときは、
（総医療費－26万7,000円）×0.01を80,100円に加算

[70歳以上75歳未満の自己負担限度額　（月額）]

※4前年の課税所得が145万円以上の人とその世帯に属する人
※5世帯主及び国保加入世帯員全員が住民税非課税の世帯の人
※6世帯主及び国保加入世帯員全員が住民税非課税で、前年の所得がゼロの世帯の人

４回目以降※1

44,400円

―

―

―

所得区分

現役並み所得者※4

一般世帯

44,400円

12,000円

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯ごと）

44,400円

低所得Ⅱ※5

低所得Ⅰ※6
8,000円

24,600円

15,000円

80,100円
総医療費（※3）が26万7,000円を超えたときは、
（総医療費－26万7,000円）×0.01を80,100円に加算

ＤＶ

　配偶者・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、
セクハラ、ストーカー行為等は暴力行為であり、決
して許されるものではありません。大分県の調査で
は、県内の女性の約５人に一人が「何度も受けたこ
とがある」と答えています。ＤＶは我慢していると
被害が深刻になる場合があります。一人で悩まず、
まずご相談ください。

ドメスティック・バイオレンス

DVによる女性の被害状況

婦人相談所
平日　午前９時～午後９時
土・日曜日、祝日　午後１時～５時、午後６時～９時
☎097-544-3900
アイネス（女性総合相談）
女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
平日　午前９時～午後４時30分（祝日を除く）
☎097-534-8874

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
配偶者暴力相談支援センター

平日　午前８時30分～午後５時15分
☎097-532-4025

職場でのセクハラ・性別による差別的扱い
大分労働局雇用均等室

平日　午前９時～午後４時30分（祝日を除く）
☎097-534-8614

男性の人権問題全般
アイネス（男性相談員が応じます）

大分県警察本部広報課
平日　午前９時～午後５時45分
☎097-534-9110　☎097-537-4107
日田警察署生活安全課
平日　午前９時～午後５時45分
☎23-2131

ＤＶ、ストーカーなど
警察安全相談

大分地方法務局
平日　午前８時30分～午後５時15分
☎0570-070-810
強化期間（11月18日～24日）
平日　午前８時30分～午後７時
土・日曜日　午前10時～午後５時

女性の人権問題全般
女性の人権ホットライン

平成24年版おおいた男女共同参画プラン年次報告

11月12日から25日までの２週間は、「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

で悩んでいませんか？

相手といて、怖いと感じたり緊張したりしていませんか？
下記の相談所にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守されます。

【問合せ】市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所２階）

身体への攻撃 24.2％

威嚇・おどし 33.4％

性に関すること 16.5％

精神的・経済的に
追い詰めること 29.6％

ＤＶ
（ドメスティック・バイオレンス）とは
　配偶者やパートナーなど親密な関係にある（あった）
者から振るわれる暴力を意味し、その被害は心身に
有害な影響を及ぼします。
・身体的なもの　
　身体に直接受ける暴力（殴る、蹴る、物を投げつ
ける、髪をひっぱる、引きずり回すなど）
・精神的なもの　
　心無い言動等により、相手の心を傷つけるもの
（大声で怒鳴る、相手の言動を細かくチェックす
る、無視する、生活費を渡さない、殴るそぶりを
して脅すなど）
・性的なもの
　嫌がっているのに性的行為を強要するなど（見た
くないのにポルノ雑誌を見せる、中絶を強要す
る、避妊に協力しないなど）
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河川名
平成22年 平成23年 平成24年 川

の
健
康
診
断

水
郷
ひ
た
の
川

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
川
は
と
て
も

身
近
な
存
在
で
す
。
川
は
日
田
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
生

活
の
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
こ
の
川
の
河
川
環
境
を
把
握
す

る
た
め
、
市
内
の
主
な
河
川
（
30
河

川
41
箇
所
）
を
対
象
に
定
期
的
な
水

質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
平
成
22
年
か
ら
24
年
度
ま
で
の
診

断
結
果
と
そ
の
推
移
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
水質環境基準の代表的なもので、値が大
きくなるほど汚れていることを示します。
※ＢＯＤ値は年12回検査した結果を数値
が小さい順に並べたときに上から９番
目の値である75％値を採用しています。

上野田川（流末）

川原川（流末）

鯛生川（発電所橋）

梅野川（流末）

津江川
(中津江振興局付近)

田ノ頭川（流末）

梅木川（流末）

高瀬川
（前津江地区流末）

大山川(松原沈橋)

出口谷川（流末）

大山川
（大山振興局付近）

赤石川（流末）

出口谷川（夕川橋）

0.6

0.6

2.6

0.8

0.7

0.7

0.8

0.5

1.1

0.9

0.9

0.9

0.5

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.6

0.5

1.6

0.6

0.6

0.5

0.6

0.5

0.9

0.8

0.8

0.6

0.5

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.9

0.7

3.5

0.7

0.7

0.7

0.7

0.9

1.1

0.8

0.8

1.1

0.5

診
断
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と

■
上
流
の
河
川
は
比
較
的
良
好
な
状
態
に

あ
る
の
に
対
し
、
市
街
地
に
あ
る
河
川

の
値
の
方
が
や
や
高
い
傾
向
で
あ
る

■
ど
の
河
川
も
３
年
間
の
値
に
大
き
な
変

化
は
な
い

■
２
㎎
／
Ｌ
を
超
え
る
地
点
は
減
少
し
て

い
る

　
川
に
は
自
然
浄
化
能
力
が
あ
り
、
水
中

の
微
生
物
が
汚
れ
（
主
に
有
機
物
）
を
分

解
す
る
た
め
、
川
の
水
質
は
保
た
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
流
れ
込
む
汚
れ
が
自
然

浄
化
能
力
を
上
回
っ
て
し
ま
う
と
汚
れ
が

分
解
さ
れ
な
い
ま
ま
残
り
、
川
は
ど
ん
ど

ん
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
河
川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
70
％
は
、
私

た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
が
影
響

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
を
活
用
し
、
私
た

ち
の
家
庭
や
事
業
所
で
使
わ
れ
て
汚
れ
た

水
（
汚
水
）
を
、
き
れ
い
な
水
に
処
理
し

て
「
水
郷
ひ
た
」
の
川
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

水
質
改
善
の
取
組

　
水
質
改
善
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
水
環

境
に
対
す
る
問
題
意
識
を
持
ち
、
水
質
改

善
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
す
。
ま
ず
は
家
庭
の
排
水
設
備
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
下
水
道
や
集
落
排
水
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
い
る
地
区
は
、
早
め
に
接
続
し
ま
し

ょ
う

■
下
水
道
や
集
落
排
水
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
区
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
ま
た
、
毎
日
の
生
活
で
少
し
気
を
遣
う

だ
け
で
川
に
流
れ
込
む
汚
れ
の
量
は
ぐ
っ

と
減
り
ま
す
。

①
食
べ
残
し
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、

油
等
の
食
器
汚
れ
は
よ
く
拭
い
て
か
ら

洗
う

②
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
を
使
い
過
ぎ

な
い

③
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ろ
紙
袋
な
ど
で
、
食

品
く
ず
が
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る

④
ご
み
な
ど
は
絶
対
に
川
に
捨
て
な
い

　
下
水
道
整
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
で
河
川

の
水
質
は
改
善
さ
れ
ま
す
。
水
郷
ひ
た
の

川
を
皆
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

診断結果ＢＯＤ値

良好

おおむね良好

要注意

１mg／Ｌ以下

２mg／Ｌ以下

２mg／Ｌを超える
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河川名
平成22年 平成23年 平成24年

河川名
平成22年 平成23年 平成24年

0.8

0.9

0.8

0.7

0.9

0.8

1.1

1.0

0.8

1.1

1.7

1.4

1.3

0.9

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.6

0.6

0.5

0.7

0.8

0.7

1.0

1.0

0.9

1.1

1.8

1.3

1.1

0.5

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.8

0.6

0.6

0.7

1.0

0.7

1.3

1.2

1.2

1.5

1.4

1.4

1.4

0.9

合楽川（古賀橋）

合楽川（流末）

山浦川（流末）

玖珠川（市の村橋）

玖珠川
（天瀬振興局付近）

矢瀬川（流末）

玖珠川（小渕橋）

大山川（大宮橋）

高瀬川（流末）

三隈川（三隈大橋）

中野川（流末）

城内川（流末）

庄手川（流末）

一の瀬川（流末）

1.2

0.8

1.4

1.6

2.1

1.3

1.1

2.9

1.4

1.0

1.1

1.1

1.5

1.1

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.5

0.6

1.0

2.1

1.6

1.5

1.4

1.3

1.2

0.7

1.0

0.7

1.1

0.8

ＢＯＤ値
（ｍｇ／Ｌ） 診断

0.8

0.9

1.2

1.3

1.8

1.2

1.3

1.5

1.7

1.0

1.1

1.0

1.4

1.4

花月川（中井鶴橋）

小野川（流末）

求来里川
（第二着来橋）

求来里川（流末）

有田川（流末）

蕪谷川（流末）

花月川
（三郎丸橋）

奥谷川（流末）

二串川（流末）

串川（赤米田橋）

串川（流末）

内河野川（流末）

大肥川
（茶屋ノ瀬橋）

三隈川
（夜明ダム）

合併処理浄化槽設置についてのお知らせ
　市では、下水道等集合処理区域を除いた地域に、合併処理浄化槽の設置をお願いしています。

Ｑ.合併処理浄化槽とは？
Ａ.合併処理浄化槽はトイレからの汚水や台所・お風呂からの生活雑排水を、微生物の働きを利用して浄化し、
きれいな水にして放流するための設備です。

Ｑ.合併処理浄化槽設置の際の補助制度は？
Ａ.一般住宅に合併処理浄化槽を設置する場合、設置に係る費用に
対して補助金を交付しています。

Ｑ.設置後は何をすればいいの？
Ａ.浄化槽は適切な維持管理をすることで、水環境を守ることがで
きます。

■維持管理の内容
・保守点検（浄化槽保守点検業者に委託しましょう）
・清掃（浄化槽清掃業者に委託しましょう）
・法定検査（浄化槽法での検査）

区  分 補助金額
33万2,000円
41万4,000円
54万8,000円
45万2,000円
53万4,000円
66万8,000円

５人槽
７人槽
10人槽
５人槽
７人槽
10人槽

住宅の新築又は建替えに
伴う設置

住宅の増改築に伴う設置

浄化槽を設置して、
川の水質を守りま
しょう

【問合せ】環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）
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まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

冥福祈り約300人が献花 戦没者追悼式
　先の戦争で死亡した市出身の戦没者約３,２１９人
を追悼する戦没者追悼式が、９月26日、パトリア
日田で行われ、遺族ら約３００人が参列した。市遺
族会連合会の野田勝則会長は「今の平和は戦没者の
尊い犠牲で成り立っている。これからの平和を祈
り、戦争の歴史を正しく伝えることが私たちの使命
だと思う」と追悼の辞を述べた。

食・伝統工芸・工業が一堂に
　日田市内の産業と食が集う「メイドイン日田大博
覧会」が、10月12日から14日にかけて開催された。
　迫力満点の恐竜ロボットが展示されたパトリア日
田のギャラリーでは、ティラノサウルスやトリケラ
トプスが顔を動かし、鳴き声を上げると、来場した
子供たちから歓声が上がった。
　また、中央公園の特設会場に軒を連ねる「ふるさ
と日田大屋台村」には市内43店舗が出店。日田を
代表する焼きそば、チャンポンを提供する店の前に
は長蛇の列ができた。ステージでは子供たちによる
音楽演奏やバンド演奏、ダンスなどが行われ、訪れ
た家族連れなどは個性豊かな日田の食を満喫した。

参加・体験しよう 市民健康福祉まつり
 10月6日、パトリア日田と中央公園を会場として
第17回市民健康福祉まつりが開催された。式典で
は、福祉・敬老・健康・スポーツ・献血・作品展の
各部門で、178人と14団体が表彰されたほか、講
演会やシンポジウム、ミニライブが開催された。
 また、ちびっこひろばではボウリングや輪投げ、
屋外では福祉生産品の販売などでにぎわった。
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地元の恵みを生かして 杉deクッキング
　10月12日、技術・市場交流プラザ日田主催で、
杉のものづくりと日田産食材の料理をテーマにした
講演会が日田商工会議所で開催された。講師に、日
本全国スギダラケ倶楽部の千代田健一氏とクッキン
グパパでおなじみのうえやまとち氏を迎え、オフィ
ス家具など杉材の新たな活用法を紹介し、日田産の
鹿肉と梨を使った「ビビンパ」を参加者に振る舞った。

バリアフリーを学ぶ
　10月７日、視覚障がいのある清水脩さんを講師に
招いた授業が光岡小学校で行われた。４年生77人は
アイマスクを付けて友達のサポートを頼りに清水さ
んの所まで歩くなど、目が見えない状況を実際に体
験。清水さんの思いや日々の生活の話を聞いた子供
たちは、「白い杖でＳＯＳを出している人を見たら、
声を掛けて助けたい」など感想を話した。

約500年続く河童踊りを披露
　10月20日、大行事神社で河童踊りの名で親しま
れている磐戸楽（大分県無形民俗文化財）が行われた。
神社の境内で河童役の４人の子供たちが楽の音に合
わせて前転や側転を繰り返し観客をにぎわした。河
童踊りは、その昔、神馬にいたずらをしかけて返り
討ちに遭った河童を大原八幡宮の八幡様が助け、喜
んだ河童たちの踊りが始まりといわれている。

民陶に浸る
　10月12日・13日の2日間、源栄町皿山で第51回小
鹿田焼民陶祭が開催された。この日に合わせ、10軒
の窯元では約3万点の陶器が各軒先に並べられ、山
あいの小鹿田の里は約2万人の民陶ファンでにぎわ
った。小鹿田焼の技法は、国の重要無形文化財に指
定されているほか、その地域は上流にある池ノ鶴地
区と共に重要文化的景観にも選定されている。

かっぱ

いわとがく
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芸術広場
Ａｒｔ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

第８回
日田市美術展

日本画・洋画・彫刻・
工芸の部

日田市議会
議長賞

ラストサマー
内柴雅道さん（淡窓１丁目）の作品

【作品評】
非日常的空間の女性は意外感があり、構図も面白く、色彩も美しい。

　　　　　　　　　大分県美術協会会長　合田習一

今日から始める防災対策④

　市では、平成14年度に女性消防団が結成され、女
性の持つソフトな面を生かして、市内の安全パトロ
ールや幼稚園、保育園での防火教室など啓発・広報
活動を行っています。一人暮らしの高齢者宅の防火
訪問、住民に対する防災教育及び応急手当の普及指
導等では、特に女性消防団員の活躍が期待されてい
ます。
　全国で約１万７,０００人の女性が消防団員として
活躍しており、人数は年々増加傾向にありますが、

日田市の団員は定数13
人に対して８人で、定数
に達していない状況です。
入団は随時受け付けて
います。
　ボランティア活動を
通じて、あなたの力が
地域防災力向上のため
に役立つ女性消防団に入団しませんか。

女性のチカラが消防団で輝いています
[問合せ]防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）
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図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

11月の休館日（○…休館日）

□とき　11月 ９日㈯　午後３時～４時
　　　　11月23日㈷　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることが
あります。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

おいでよ！おはなし会

　壁や屋根などを改修します。騒音等でご迷惑をお
掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

□期間　11月中旬から平成26年２月下旬まで（予定）
※期間中は通常通り開館します。

館外の改修工事を行います

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

　今年の夏は富士山の世界遺産登録の決定に日本中が
沸き、昨今の登山ブームとあいまって、趣味として登
山を始めた人も多いのではないでしょうか。
　そんな中、忘れてはならないのが、今年世界遺産登
録20周年を迎える「屋久島」です。
　宮崎駿のアニメ「もののけ姫」の舞台になったとい
われる屋久島ですが、縄文杉のトレッキングを始め、
九州最高峰の宮之浦岳など魅力的な山々が多くある島
です。その中でもこの本を見て一目ぼれをしたのが、
「太忠岳」でした。山頂にそびえ立つ高さ40ｍの天柱石。残念ながら、
その頂に立つことはできませんが、天柱石の足元に広がるテーブル岩に
登ってみたくて、行ってきました！
　横から見ると米粒の形をしている天柱石は、実際にテーブル岩から見
上げると、まるで自分たちの方に倒れ掛かってくるかのように外側に向
かって大きく膨らんでおり、その迫力は圧巻でした。まさに百聞は一見
にしかず！
　本には、各トレッキングコースの難易度や所要時間、島へ渡る交通手
段やレンタカーの情報など、必要なことはほとんど書かれています。こ
の秋、この本を読んで、屋久島登山を計画してみてはいかがでしょうか。

２
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３
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24 28

７
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27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

屋久島トレッキング
サポートＢＯＯＫ
２０１３
青木 崇／編
ネコ・パブリッシング

参考にした本

たちゅうだけ

※23日は午後６時に閉館します。

　「おまえうまそうだな」を始めとするティラノサウルスシリーズでおなじ
みの人気絵本作家宮西たつやさんと、絵本を引っ提げて世界を巡るブックド
クターのあきひろさんを招いた講演会を開催されます。
　宮西たつやさんはどうして絵本作家になったのか、あきひろさんはどうし
てブックドクターになったのかなどについて、お話
していただきます。

□とき　　11月23日㈷
　　　　　午後２時～３時30分
□ところ　２階研修室
□定員
　大人50人、小学校５年生～高校生50人（先着順）

世界で活躍する楽しい大人た
ちが、人生の先輩として、本
音の話を聞かせてくれます。
中学・高校生の皆さん、是
非、聞きに来てください！

子どもゆめ基金助成活動講演会
絵本作家宮西たつやさんとブックドクターあきひろさんの「絵本は楽しい！！」

中央が太忠岳と天柱石 間近で見た天柱石
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伊藤綾人ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

あやと

★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！
　平成26年１月に誕生日を
迎える３歳までのお子さん
が対象です。12月１日まで
にお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者の
みに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

11
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

小 …小学生対象

栗秋陽向ちゃん
（２歳・高瀬本町）

木下琥太郎ちゃん
（３歳・池辺町）

こたろう
梅田 李ちゃん
（３歳・隈１丁目）

佐藤悠菜ちゃん
（２歳・日ノ出町）

ゆうな ひなた

た お すもも
平川泰央ちゃん
（３歳・鶴河内町）

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

11月生まれ

幸 愛菜ちゃん
（２歳・本町）

あいな

三浦 萌ちゃん
（１歳・中城町）

もえ
苑田龍弥ちゃん
（１歳・丸の内町）

りゅうや

　どんぐりでトトロを

　作ろう（高学年向き）

　６日㈬
　午後３時30分～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう（お弁当の日）
　８日㈮　午前11時～
●赤十字「子どもすく

すく講座」

　13日㈬　午前10時～
●わくわく手作り

　（新聞紙でこまつくり）

　15日㈮　午前11時～

●誕生会＆お話会

　７日㈭
　午前10時～
●クリスマスツリーを

飾ろう

　13日㈬
　午後4時～
●親子で遊ぼう

　14日㈭
　午前10時30分～
●クリスマスの壁面制作

　21日㈭
　午前10時30分～  

●バルーンアート

　（風船で動物を作ろう）

　９日㈯
　午前10時30分～
●風船遊び　13日㈬
　午前10時30分～
●動物ゲートボールで

遊ぼう　

　16日㈯
　午前10時30分～
●ＤＶＤ上映会

　23日㈷
　午前10時30分～

●お誕生日会

　13日㈬　午前10時～
●人形劇観劇

　16日㈯　午前10時～
●ランチｄａｙ

　20日㈬　午前10時～
●せいまお兄さんと　

遊ぼう

　22日㈮　午前10時～

小
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

日田市の人口
（平成25年9月30日現在） 

■人口
　70,434人
　（前月比-42人）
・男　33,299人
・女　37,135人
■世帯数
　27,079世帯

穴井柊叶ちゃん
（２歳・三芳小渕町）

しゅうと
打越大貴ちゃん
（２歳・南元町）

矢野夢心和ちゃん
（３歳・清岸寺町）

えいた
森山瑛太ちゃん
（３歳・石井町３丁目）

河津杏実ちゃん
（２歳・大山町東大山）

あ み だいき

ゆ こ な

谷本絢音ちゃん
（２歳・清水町）

あやね

由迫 舞ちゃん
（１歳・天神町）

まい
井上紗耶ちゃん
（１歳・夜明中町）

さ や
竹井喜一朗ちゃん
（１歳・淡窓１丁目）

きいちろう
熊谷源太ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

げんた

●プレママクラブ

　13日㈬
　午後１時30分～３時
★試食会　20日㈬
　午前11時15分～正午
★ファミリー運動会
　23日㈷
　午前10時～正午
●リトミック

　25日㈪
　午前11時15分～11時
45分

★トッポンチーノ

　９日㈯
　午後０時30分～３時
30分
●土曜開放日

　16日㈯
　午前９時30分～正午
●スクラップキング

　29日㈮
　午前10時～11時30分

●お外で遊ぼう

　（中央公園）

　11日㈪
　午前11時～
★ベビーヨガ

　19日㈫
　午前11時～
●お誕生会

　21日㈭
　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。

　10月11日、中央児童
館で「親と子の小さな運
動会」を開催しました。
準備体操では、ヨガの先
生を招いて汗をかき、子
供からお年寄りまでの約
３００人が玉入れなどで
盛り上がりました。



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
秋
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

先
日
、
某
新
聞
社
の
コ
ラ
ム
に
、
「
な
ん
て
日
田
市

は
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
町
な
の
か
…
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
も
こ
の
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
多
さ
に
は
い
さ
さ

か
驚
い
て
い
ま
す
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
も
、春
の

ひ
な
ま
つ
り
に
始
ま
り
、
川
開
き
観
光
祭
、
祇
園
祭
、天
領

ま
つ
り
、千
年
あ
か
り
。さ
ら
に
は
、お
お
や
ま
梅
ま
つ
り
、

天
ヶ
瀬
温
泉
ま
つ
り
、
津
江
山
系
の
山
開
き
、
鯛
生
金

山
ま
つ
り
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
学
校
や
地
区
行
事
な

ど
を
加
え
る
と
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
月
な
ど
な
い
と
言
う

く
ら
い
忙
し
い
町
だ
な
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
日
田
市
の
文
化
財
事
業
に

関
わ
る
２
つ
の
全
国
大
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

「
小
鹿
田
・
池
ノ
鶴
地
区
」
が
選
定
さ
れ
て
い
る
重
要

文
化
的
景
観
の
全
国
地
区
連
絡
協
議
会
が
高
知
県
四
万

十
市
で
、
次
に
「
咸
宜
園
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
」
に

向
け
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
栃
木
県
足
利
市
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
日
田
市
の
文
化

を
全
国
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
数
年
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　

２
つ
の
大
会
で
共
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
参
加
し
て

い
る
自
治
体
が
、郷
土
の
先
哲
や
こ
れ
ま
で
の
「
暮
ら
し
」

の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、

現
代
ま
で
大
切
に
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
、
こ
の
文
化
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
こ
う
と
い
う

熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

２
０
２
０
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
日
本
を
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
、
地
方
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
何
を
発
信
す
る

の
か
。
先
の
大
会
で
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
取
組

を
通
し
て
、
改
め
て
「
日
本
の
美
し
さ
」
や
「
日
本
の

文
化
」
を
見
つ
め
直
し
、
世
界
に
発
信
す
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

来
年
の
秋
に
は
、
こ
の
２
つ
の
大
会
を
日
田
市
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
会
の
準
備

を
始
め
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

是
非
、「
日
本
の
、
そ
し
て
日
田
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
思
い
起
こ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。

オレンジリボンには子供虐
待を防止するというメッセ
ージが込められています。

虐待を受けたと思われる子供を見付けたときやご自身が出産や子育てに悩んだときは、
すぐに連絡してください。

下記でも相談を受け付けています。
・こども未来室家庭支援係　☎㉒８２９２
・大分県中津児童相談所
　　　　　　　 ☎０９７９-２２-２０２５
・大分県西部保健所　　　　☎㉓３１３３
・大分県日田警察署　　　　☎㉓２１３１
・大分地方法務局日田支局　☎㉒２７１９

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
11月は児童虐待防止推進月間です

を虐 待 と 思 っ た ら す ぐ お 電 話

0120-462-110
大分県いつでも子育てほっとライン（24時間365日受付）

[問合せ]こども未来室家庭支援係（家庭児童等相談室）☎㉒８２９２（市役所１階）

さしのべた
その手がこどもの
命綱




